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廃棄物処理先進事例調査

平成31年２月７日（木）14：00より本会再生処分部会の先進事例調査として沖縄県八重

瀬町にある株式会社トリム・リサイクル事業本部に訪問し、従来、再生が困難とされてい

た廃ガラスの再資源化プラント（未利用資源リサイクル工場）とそのプラントから製造さ

れる「スーパーソル」について説明を受けてきました。

第28回 株式会社トリム･リサイクル事業本部

■概 要

商 号 株式会社トリム

代 表 代表取締役会長 新城 博

代表取締役社長 坪井 巌（一般社団法人沖縄県産業資源循環協会副会長）

所 在 地 本 社 沖縄県那覇市宇栄原１丁目26番地23号

リサイクル事業部 沖縄県八重瀬町字新城1763－１

創 業 昭和49年10月１日

創 立 昭和54年２月１日

資 本 金 152,400,200円

従 業 員 正社員36名 パート社員65名（関連会社含む） 平成28年12月現在

事 業 内 容 リサイクル事業本部 スーパーソル製造・販売

廃ガラス再資源化プラント販売

食品流通販売

教育事業

飲食事業

関 連 会 社 株式会社トリムフーズ

株式会社トリムライフインターナショナル

有限会社岸本国際技術研究所
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■背 景

ガラスびんをはじめとする廃ガラスは、白・茶・その他への色分けにかかる手間（１トン当たり7,000

～8,000円）やその硬度ゆえの高い破砕コスト等を理由として、これまで全国的にリサイクルが困難とさ

れ、ほとんどが埋立処分されていた。こうした状況は、飲食事業を併せて展開する同社においても大きな

テーマであった。

折しも「容器包装リサイクル法」が施行される平成７年、同社は内部にガラスリサイクル検討委員会を

設置し、マーケティングを開始、本格的なガラスびんのリサイクル事業に着手した。翌年には、通商産業

省（当時）技術改善費等補助事業の指定を受け、開発したカレット製造機（特許取得）により、インター

ロッキングブロックやアスファルトに一部使用するカレットを高効率で製造するまでに至ったが、競合製

品が多数あることや経年変化による劣化のため製品としてのライフサイクルが短いこと等、商業ベースで

見た場合の課題は依然としてあった。

廃ガラスをカレットとしてリサイクルすることに限界を感じた同社は、別のリサイクル方法を検討しは

じめ、研究過程でガラス粉から軽石を製造する技術を知る。開発を進めた結果、廃ガラスを原料として、

ガラスとは形態・性状ともに全く異なる人工軽石「スーパーソル」を安定・継続的に製造する技術を確立

した。この技術に基づくリサイクル方法であれば、従来のガラスびん・リサイクルにおける最大のコスト

要因とされていた「色」、「大きさ」、「形」ごとの事前選別が不要であり、商業ベースに乗せるための大量

生産も容易となる。

以上を経て、平成11年、島尻郡具志頭村（当時）に「未利用資源リサイクル工場」を建設、廃ガラスを

99％原料とする「スーパーソル」のプラントシステムが本格的な稼働を開始した。なお、この工場は、平

成27年に八重瀬町新城に移設されている（今回の訪問先はこちらである）。設置に要する費用は１億8,500

万円、１日当たり６ｔの廃ガラスを受け入れ24�（１時間当たり３�）の「スーパーソル」を製造する能

力を有する。十分な広さの原料・資材置場を必要とするが、プラントそのものは非常にコンパクトであり、

建屋として150坪が確保できれば設置可能とのことである。

坪井社長による会社概要の説明 玉那覇事業本部長の説明を熱心に聞く部会員
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■廃ガラス再資源化プラントシステム

①原料ホッパー→②投入コンベア→③ガラス破砕機→④カレット粉砕機→⑤粉体移送装置→⑥振動ふる

い機→⑦混合撹拌機→⑧焼成炉とするラインで組まれた８の機械装置と各自動制御装置により構成される

プラントシステムである。①～⑥の工程は「専ら再生利用の目的となる廃棄物」の処理として位置付けら

れており、一般廃棄物処理施設の設置許可を受けている。ただし、⑦～⑧の工程に移る段階において、投

入物は廃棄物を卒業していること（製品の原料として取り扱われること）とされており、その混合撹拌や

焼成は「廃棄物処理法」の適用を受けない製造行為として位置付けられている。

１㎏当たり３～６円で引き取られ、投入された廃ガラスは、ガラス破砕機において８㎜以下のカレット

にされ、カレット粉砕機において35μのガラス粉にされる。混合撹拌機では、このガラス粉（96％）と発

泡添加材（４％）が均一に自動混合撹拌され、焼成炉へ投入される。焼成の燃料はＡ重油であり、ベルト

コンベアにより送られ、最大700～900℃の熱で発泡し、出口付近で空気に触れることにより自然に小さく

割れ、「スーパーソル」が完成する。ただし、この状態では大きさが不均一であるため、リサイクルの用

途によっては一定の均一化を図る作業が必要である。１�フレコンバック分の「スーパーソル」を製造す

るに当たり要する焼成等のコストは2,000～3,000円であり、これを15,000～16,000円で販売している。

原料ホッパー（①） 投入コンベア
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プラント模式図
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破砕機（③） 混合撹拌機（⑦）

■人工軽石「スーパーソル」

（１）特徴

こうして製造される「スーパーソル」は、発泡添加材の配

合等（同社独自ノウハウ）により吸水率や比重等のコントロー

ルが可能であることから、次のような様々な特徴を備えるこ

とができる。なお、現在、工業用製品として信用性を確固た

るものにするべくリサイクル製品では数少ない「ＪＩＳ（日

本工業規格）」の認証に向けて調整している。

粉砕機（④） 粉砕機 詳細（④）

焼成炉（⑧） 焼成炉 出口付近（⑧）

スーパーソル
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多 孔 質 ：保水性、透水性、通気性に優れている。

無機鉱物性 ：熱や薬品に強い。

軽 量 性 ：用途に合わせた広範で柔軟な施工が可能である。

環 境 性 ：元々ガラスでケイ素が主成分であるため還元性が高く、安全で環境にやさしい。

規格 絶乾比重 吸水率 特徴 主な用途

L１ 0.3～0.6 30％以上

保水性が高い

連続気泡型

超軽量

緑 化：排水基板材・人工軽量土壌・土壌改良材

園 芸：土の改良材・鉢底石

農 業：土壌改良材・暗渠排水資材

L２ 0.4～0.5 30％以下

強度が高い

独立気泡型

超軽量

土 木：軽量盛土資材・擁壁裏込資材・軽量混合土

橋台背面盛土・高速道路段差修正資材

畜 産：水質浄化資材

L３ 0.5～1.0 10％以下
ほとんど閉気孔

軽量

園 芸：ハイドロカルチャー資材

ペット：ペット資材

L４ 1.0～1.6 ５％以下
独立気泡型

水に沈む

土 木：耐震岸壁背面の裏込資材

HWレベル以下の軽量盛土資材

畜 産：水質浄化資材・養殖池ろ材
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（２）用途

以上の特徴を備えることができる「スーパーソル」の用途例とその傾向を次に示す。

①軽量盛土：土木分野において、擁壁やＢＯＸカルバート等といった構造物にかかる土圧軽減を目的とし

た盛土工法の軽量資材として需要が高まっている（上表中Ｌ２規格）。また、潮位によって背面に海水

が流入する岸壁の改良工事での使用も増加傾向にある（上表中Ｌ４規格）。

②人工軽量土壌（上表中Ｌ１規格）：緑化分野において、植物に必要な水や空気等のバランスを整えるた

めに必要な無機質土壌改良材として、土に混ぜ、公園や道路の植栽工事等に使用されている。また、屋

上緑化や壁面緑化等への使用にも関心が高まってきている。屋上緑化において通常の重い土を屋根に敷

くことは防災上の観点からも問題があり、建物によって積載荷重の規制があるためである。

③雨水貯留システム：「スーパーソル」の特徴である多

孔質の効果と素材そのものがアルカリ性であること等

により、その空隙間に雨水を溜めることで、劣化させ

ることなく雨水貯留システムとして利用することが可

能である。これは、植物に必要な水を水道水で賄うと

いった不経済を回避できる。また、学校等、災害時に

おける避難場所において不足すると指摘されている生

活用水の確保に資するものでもある。

④ろ過材：既成のろ過材と同様、「スーパーソル」も多孔質であることから用途としての可能性を期待で

きる。加えて無機鉱物性でもあることから劣化しにくいため、頻繁に交換する必要がなく、水質も安定

し、維持管理に適している。

⑤その他：鳴き石（防犯砂利）や脱臭材にも使用されている。また、最近では、その成分から農業資材と

しての利用も注目されている。

■まとめ

ガラスびんをはじめとする廃ガラスは、その多くが埋立処分されてしまっており、現状において循環型

社会から最も遠い廃棄物の一つになってしまっていると言えます。「容器包装リサイクル法」の施行等も

あって、これまでにも、そのリサイクル推進に向け、果敢に取り組んできた企業はありましたが、そのほ

とんどがカレット化に終始するものであったように思います。

株式会社トリムは、そうした現状に対し、廃ガラスのリサイクルのあり方を抜本的に変えました。即ち、

「ガラスとは形態・性状ともに全く異なる製品に生まれ変わらせる」という発想により、従来のリサイク

ル方法では大きな課題となっていた点を見事に克服したのです。また、生まれ変わった製品は、元々ガラ

スであるという性格上、その用途分野における既成の資材にはない長所・利点が多々あり、一般的なリサ

イクル製品にありがちの「高コスト・低品質」といったものとは一線を画した、極めて競争力の高い存在

となっています。
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しかしながら、そこ至るまでには、同社が試行錯誤を重ね研究開発されてきた経緯があります。そして、

その技術こそが、今日「廃ガラス再資源化プラントシステム」として販売されているものなのです。その

意味において同社は、資材メーカーであると同時に、プラントメーカーであるとも言えます。現在、その

プラントは、日本全国15社、海外（台湾）１社にまで拡大しているそうです。また、今後、さらなる需要

が期待される高品質の「スーパーソル」を安定供給できる協力体制の構築と広報活動の強化、価格の安定

化に向け、平成28年には上記15社により構成される「ガラス発泡資材事業協同組合」を設立し、これまで

以上の普及促進に邁進されると伺いました。引き続き、同社が「スーパーソル」製造技術で沖縄から全国、

そして世界へ向け、地域融合型リサイクルシステムの構築に貢献され、ご活躍されることを願っておりま

す。

最後に、訪問に当たり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実にご対応、ご説明くださった代表取締役

の坪井巌社長様と取締役の玉那覇毅事業本部長様に心からお礼申し上げます。

（文責 塩見 賴彦）


